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からの報告 

（１）研究領域の目的及び意義 

ウイルス感染における宿主特異的な子孫ウイルス複製と病原性発現は、ウイルス

の増殖能とこれを抑制する宿主細胞機能との攻防の結果である。本領域の目的は、病

原性発現に帰結する宿主特異的なウイルス複製と細胞内防御メカニズムとの拮抗の

分子基盤を理解することである。感染現象と細胞内防御系を含む生命プロセスが折

り合った状態である場合には高い病原性は示さない一方で、この均衡がウイルス側

に偏ることで高い病原性が発現すると考えられる。本領域では、これらの結果に繋が

る細胞の特性を「宿主細胞コンピテンシー」と言う概念で捉え、その特性の分子基盤

を明らかにし、この均衡の中で、ウイルスが宿主を選択し、また宿主に適合した戦略

的なメカニズム（感染の細胞・組織特異性、あるいは種特異性）を明らかにする。本

領域では、ウイルス学的研究を主軸に、構造生物学、数理解析学、ならびにポストゲ

ノム解析の専門家とウイルス研究者が協業する体制を構築し、研究を推進する。本研

究により「宿主細胞コンピテンシー」によるウイルスの病原性発現の理解と宿主選択

や適合の新たなパラダイムの創出、また、ウイルス研究者と構造生物学、オミックス

解析や数理モデル解析の専門家が協業することによって新たな解析方法や概念の創

成が期待できる。 
（２）研究成果の概要 
本領域では、（１）ウイルスと宿主の細胞内攻防、（２）ウイルスと宿主の個体・生

体内攻防、（３）ウイルス−宿主攻防とその帰結、の 3点に焦点をあて、従来のウイル

ス学研究に加え、構造解析、網羅的解析、数理解析などを取り入れた共同研究により、

ウイルス複製過程のウイルス側因子と宿主側因子の相互作用の解析、及び宿主の生

体防御応答の解析を進めた。（１）に関してはインフルエンザウイルス、C 型肝炎ウ

イルス、ボルナウイルスなどのウイルス複製、ウイルス細胞内輸送、ウイルスタンパ

ク翻訳等に関わる新規宿主因子の同定を行った。原子間力顕微鏡、電子顕微鏡等を用

いたウイルス複製過程の可視化にも成功している。また自然免疫や内因性免疫に関

しては、インターフェロン応答を制御するストレス顆粒の形成機構、APOBEC3G と

Vif の作用機序などが明らかになった。（２）については、麻疹ウイルス、ヘルペスウ

イルスに関してウイルス受容体の同定、侵入のメカニズム、炎症応答の制御の解明、

エンテロウイルス感染モデルの作製、ヘルペスウイルスの個体での病原性に関わる

因子の解析などについて進展が見られた。（３）については、網羅的解析等により宿

主−感染体ネットワークの変動が明らかにされつつある。また、数理モデル解析の概

念と方法を取り入れ、主に HIV を対象として感染現象の実験事実を理論的に理解し

うるようになった。これらの成果により、「感染コンピテンシー」の概念が創成され

る段階まで領域研究が進展しつつある。 
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における所見 

A （研究領域の設定目的に照らして、期待どおりの成果があった） 

本研究領域は、病原性の発現につながる宿主特異的なウィルス複製と細胞内防御

メカニズムの分子基盤解明を目指した意欲的な研究である。従来のウィルス学に構

造生物学や数理生物学などの異なる分野の手法を積極的に取り入れて融合研究を推

進させ、新たなウィルス学の研究基盤と方法論を構築したことは、本研究領域の特筆

すべき成果といえる。研究期間内の総論文数は 400 編を超えており、多様な研究分

野との共同研究によりウィルス研究の進歩と高度化がなされた点も高く評価できる。 
その他、若手研究者の育成にも積極的に取り組んでおり、ウィルス学と構造生物学

の研究室で若手研究者を相互に派遣する試みは、若手研究者の技量向上や視野拡大

に貢献した特筆すべき成果といえる。また、アウトリーチ活動についても、一般向け

セミナーの開催や小中高生向けの講義の実施などが活発に行われている。中間評価

において指摘された病理研究者との連携についても適切な対応がなされており、今

後、本研究領域における成果を基に、臨床応用も含めたウィルス学をより一層発展さ

せることに期待したい。 
 


